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「「「「がんがんがんがん医療医療医療医療をををを受受受受けるけるけるける患者患者患者患者のののの意向意向意向意向をををを確認確認確認確認したしたしたした上上上上でででで診療等診療等診療等診療等をおこなっているかをおこなっているかをおこなっているかをおこなっているか」」」」というというというという
患者患者患者患者さんのさんのさんのさんの意見意見意見意見がががが昨年投書箱昨年投書箱昨年投書箱昨年投書箱にににに寄寄寄寄せられましたせられましたせられましたせられました。。。。

それを受けて、病院経営企画会議において、がん診療に対する考えや告知の仕方等を見直すべきとい

う決議がなされました。本院は、都道府県がん診療連携拠点病院としてモデル的な役割を果たしていくこ
とが求められています。そこで、臨床腫瘍センターがとりまとめ役となって、がん医療に関わる考え方や
告知に関する基準等の検討の推進計画を定め、活動していくことになりました。

その導入として、がん診療に携わっている医師を対象にして、がんの病状説明（告知、バッドニュース
の伝え方）について意識調査を行うことを予定しています。このアンケート調査への参加はご本人の自由
意志によるものです。日常診療においてご多忙とは存じますが、アンケート調査にご協力いただきますよ
うお願いいたします。（担当：看護学部応用看護学部門 がん看護専門看護師 三浦浅子）

１月１７日・１８日の２日間にわたり、がん診療に携わる医師を対象とした研修会が郡山で行われました。
この研修会では、緩和ケアについての基本的な知識の習得を目的に開かれ、修了者には厚生労働省の修了証書が
発行されました。今回は、講義とグループ演習やロールプレイが盛り込まれた密度の濃いプログラムで、南会津
や相双地区からの参加者を含め、計35名の先生方が参加されました。

研修会

文責：臨床腫瘍センター ＜問い合わせ先＞内線：3160 担当：阪場
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や相双地区からの参加者を含め、計35名の先生方が参加されました。
この研修会は国のがん対策基本計画に基づき、5年以内に全ての

がん診療に携わる医師が参加できるように、定期的に開催されます。
今後は、3月に竹田綜合病院、9月に当院で開催する予定です。

詳細が決まりましたら改めてご案内したいと思いますので、がん診療
に携わる先生方はぜひご参加下さい。（担当：臨床腫瘍センター MSW   齋藤彩子）

＜＜＜＜１１１１月月月月のののの外来化学療法外来化学療法外来化学療法外来化学療法センターセンターセンターセンター利用状況利用状況利用状況利用状況＞＞＞＞ 利用者数 241名
（（（（単位単位単位単位：：：： 名名名名））））

Cancer  Board開催案内
悪性リンパ腫 2/10（火）19時30分
消化器 2/12（木）19時30分
骨軟部 2/16（月）18時30分
Pediatric Tumor Board

2/19（木）19時

医療従事者を対象に、各臓器別に診療
科横断的な腫瘍カンファランスを定期
的に開催しております。医療従事者で
あればどなたでも出席できます。

臨床腫瘍セミナー開催案内

演題:「がん治療における エビデンスの伝え方」

講師：医療法人社団圭友会理事長
浜松オンコロジーセンター長

渡辺 亨 先生

日時：2009/2/17（火）18時～19時
場所：第二臨床講義室

※大学院生は共通必修科目（規程の8）に
該当します。

緩和ケア学習会

テーマ：「グリーフケア
～今できること～」

講師：福島赤十字病院
緩和ケア認定看護師

菊田 純子 先生

日時：2009/2/10火）
１８時～１９時

場所：カンファランス１
※今回は場所が異なります。

研修会
の様子


